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（
１
）
は
じ
め
に

　
　

わ
た
し
を
何
者
と
思
っ
て
い
る
の
だ

　
　

道
楽
者
、
守
銭
奴
、
イ
ン
テ
リ

　
　

官
僚
き
ど
り
、
あ
る
い
は
死
を
も
恐
れ
ぬ
英
雄

　
　

い
や
、
み
な
違
う

　
　

わ
た
し
は
天
性
の
詩
人
だ（
１
）。

　

邵
洵
美
（
一
九
〇
六
～
一
九
六
八
）
は
一
九
二
〇
年
代
後
半
に
イ
ギ
リ
ス
留
学

か
ら
帰
国
後
、
頭
角
を
あ
ら
わ
し
た
詩
人
で
あ
る
。
そ
の
経
歴
は
、
欧
米
留
学
か

ら
帰
国
後
に
中
国
文
学
史
に
名
を
の
こ
す
作
品
を
多
く
残
し
た
徐
志
摩

（
一
八
九
七
～
一
九
三
一
）
と
類
似
し
て
い
る
。
徐
志
摩
は
中
国
大
陸
に
お
い
て
、

特
に
文
化
大
革
命
終
焉
ま
で
は
、「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
文
学
者
」
と
し
て
そ
の
作
品

が
文
学
以
外
の
基
準
で
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
文
革
後
の
八
〇
年
代
に
は
「
徐
志

摩
熱
（
ブ
ー
ム
）」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
よ
く
読
ま
れ
、
評
価
さ
れ
、
そ
の
波
乱
に

満
ち
た
短
い
人
生
が
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
な
っ
た
り
も
し
た
。
し
か
し
、
邵
洵
美
に

つ
い
て
は
、
つ
い
最
近
ま
で
、
そ
の
文
学
的
営
為
を
文
学
の
正
当
な
読
ま
れ
方
と

　

不
遇
の
晩
年
を
お
く
っ
た
詩
人

渡

辺

新

一

し
て
読
ま
れ
る
こ
と
が
な
く
、
い
わ
ば
忘
れ
ら
れ
て
き
た
と
い
え
る
。

　

本
稿
は
、
邵
洵
美
の
文
学
的
営
為
を
述
べ
る
前
段
階
と
し
て
、
主
と
し
て
そ
の

晩
年
の
不
遇
の
時
代
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
詩
人
と
し
て
の
評
価
や
文
学
史
に

お
け
る
位
置
づ
け
を
正
面
か
ら
行
う
こ
と
を
妨
げ
て
い
た
と
思
え
る
問
題
に
つ
い

て
、
若
干
の
考
察
を
こ
こ
ろ
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
２
）
邵
洵
美
に
つ
い
て

　

邵
洵
美
に
つ
い
て
、
簡
単
な
素
描
を
こ
こ
ろ
み
て
み
る
。

　

洵
美
の
祖
父
の
邵
友
濂
（
一
八
四
一
～
一
九
〇
一
）
は
台
湾
巡
撫
や
湖
南
巡
撫

な
ど
を
つ
と
め
た
清
末
の
有
能
な
政
治
家
だ
っ
た
。
伯
父
の
邵
頤
は
李
鴻
章
の
娘

を
嫁
に
迎
え
入
れ
る
な
ど
、い
わ
ゆ
る
知
る
人
ぞ
知
る
名
門
邵
家
の
長
男
と
し
て
、

邵
洵
美
は
一
九
〇
六
年
に
生
ま
れ
た
。

　

か
れ
は
詩
だ
け
で
は
な
く
、
小
説
を
書
き
、
評
論
を
も
の
し
、
い
く
つ
も
の
出

版
社
を
お
こ
し
た
人
物
で
あ
る
。
解
放
後
の
晩
年
に
は
、
堪
能
な
英
語
を
つ
か
っ

て
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
マ
ン
派
詩
人
シ
ェ
リ
ー
な
ど
の
作
品
を
翻
訳
し
て
世
に
問
う
た
。

　

二
〇
年
代
末
か
ら
強
い
信
頼
で
結
ば
れ
、
と
も
に
雑
誌
『
金
屋
月
刊
』
を
お
こ

し
た
章
克
標
（
一
九
〇
〇
～
二
〇
〇
七
）
は
、
邵
洵
美
を
評
し
て
次
の
よ
う
に
述



14

中　央　大　学　論　集

べ
て
い
る
。

　
「
邵
洵
美
は
一
人
で
三
つ
の
顔
を
も
っ
て
い
た
。
詩
人
、
長
男
坊
の
若
旦
那
、

そ
し
て
出
版
家
だ
。
か
れ
の
身
に
は
こ
の
三
つ
の
顔
が
常
に
行
き
来
し
反
復
し
、

極
め
て
忙
し
く
し
て
お
り
、
矛
盾
も
あ
れ
ば
調
和
も
と
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

邵
洵
美
と
い
う
人
物
を
捉
え
る
の
は
難
し
く
、
描
写
す
る
の
も
難
し
い
」
（
２
）

　

ま
た
、河
南
省
で
生
ま
れ
台
湾
の
大
学
を
卒
業
し
、今
は
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
で
中
国
文
学
を
講
じ
る
李
欧
梵
（Jee, Leo O

u-fan Lee 1942

～
）
は
、

邵
洵
美
を
評
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
中
国
現
代
文
学
の
歴
史
で
、
邵
洵
美
は
他
の
作
家
に
比
べ
て
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
か
れ
が
社
会
的
良
識
を
有
す
る
典
型
的
な
〝
五
四
〟
の
作

家
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
か
ら
だ
。
か
れ
は
詩
人
、
散
文
家
、
翻
訳
家
、
出
版
家
、

そ
し
て
自
己
顕
示
欲
の
強
い
金
持
ち
青
年
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
点
で
、
邵
洵
美
は

徐
志
摩
に
酷
似
し
て
い
る
」
（
３
）

　

今
は
簡
単
に
邵
洵
美
の
詩
の
業
績
を
あ
げ
て
み
る
。

　

邵
洵
美
の
第
一
詩
集
は
一
九
二
七
年
刊
行
の
『
天
堂
与
五
月（
４
）』
で
あ
る
。
翌
年

に
は
第
二
詩
集
『
花
一
般
的
罪
悪（
５
）』
を
刊
行
し
た
。
ま
た
、
一
九
三
〇
年
代
半
ば

に
、
そ
れ
ま
で
の
自
信
作
を
集
め
『
詩
二
十
五
首（
６
）』
を
出
し
て
い
る
。
詩
人
と
し

て
は
寡
作
と
い
え
よ
う
が
、
そ
の
作
品
世
界
は
そ
れ
ま
で
の
中
国
現
代
文
学
や
現

代
詩
が
歩
ん
で
き
た
道
の
ど
こ
に
そ
の
存
在
場
所
を
み
い
だ
せ
ば
い
い
の
か
と
お

も
え
る
よ
う
な
、
独
特
の
世
界
を
有
し
て
い
た
。
邵
洵
美
じ
し
ん
、
詩
を
書
き
は

じ
め
た
こ
ろ
は
誰
か
ら
も
影
響
（
原
文
：
啓
示
）
を
受
け
て
お
ら
ず
、
教
会
の
学

校
で
翻
訳
さ
れ
た
外
国
詩
を
読
ん
で
い
た
だ
け
だ
と
語
っ
て
い
る
。そ
の
こ
ろ
は
、

白
話
文
学
の
幕
開
け
を
告
げ
た
一
人
で
あ
る
胡
適
（
一
八
九
一
～
一
九
六
二
）
と

い
う
存
在
も
、
白
話
文
学
運
動
が
な
ん
た
る
か
も
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
（
７
）。『
天

堂
与
五
月
』
は
文
字
と
お
り
「
天
堂
」
と
「
五
月
」
か
ら
成
っ
て
い
る
が
、「
五
月
」

の
一
九
篇
中
一
四
篇
が
第
二
詩
集
の
『
花
一
般
的
罪
悪
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、こ
の
時
期
の
邵
洵
美
を
語
る
場
合
、『
花
一
般
的
罪
悪
』

を
代
表
作
と
し
て
あ
つ
か
う
こ
と
が
多
い
。
三
〇
年
代
半
ば
に
編
集
さ
れ
た
『
中

国
新
文
学
大
系
』
は
五
四
以
来
の
新
文
学
の
お
よ
そ
二
〇
年
間
の
代
表
作
を
収
録

し
た
も
の
だ
が
、
朱
自
清
（
一
九
八
九
～
一
九
四
八
）
編
の
第
八
巻
「
詩
集
」
で

は
、
全
五
九
名
の
詩
人
の
一
人
と
し
て
邵
洵
美
が
挙
げ
ら
れ
、
三
首
（「
昨
日
的

園
子
」「
来
吧
」「
我
是
隻
小
羊
」）
が
選
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
三
首
は
『
花
一
般

的
罪
悪
』
に
収
録
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
お
お
ま
か
に
い
え

ば
「
新
月
派
」
の
流
れ
に
属
す
る
も
の
と
い
え
、〝
退
廃
派
〟、〝
唯
美
派
〟
と
い
っ

た
名
辞
が
被
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

章
克
標
の
い
う
「
長
男
坊
の
若
旦
那
」、
李
欧
梵
の
い
う
「
自
己
顕
示
欲
の
強

い
金
持
ち
青
年
」
と
は
、
邵
洵
美
が
経
済
的
に
恵
ま
れ
た
境
遇
に
あ
っ
た
こ
と
を

指
し
て
い
る
。
か
れ
は
裕
福
な
邵
家
の
長
男
に
生
ま
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
妻
の
盛

佩
玉
（
一
九
〇
五
～
？
）
は
清
末
の
有
名
な
洋
務
派
政
治
家
で
あ
っ
た
盛
宣
懐

（
一
八
四
四
～
一
九
一
六
）
の
孫
娘
で
、
邵
家
・
盛
家
と
も
に
潤
沢
な
資
産
を
有

す
る
家
系
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
「
自
己
顕
示
欲
の
強
い
」
で
あ
る
か
は
別
に
し
て
、

一
九
三
一
年
二
月
の
い
わ
ゆ
る「
左
聯
五
烈
士
」事
件
の
さ
い
、沈
従
文（
一
九
〇
二

～
一
九
八
九
）
の
依
頼
を
う
け
て
、
銃
殺
さ
れ
た
胡
也
頻
（
一
九
〇
三
～

一
九
三
一
）
の
妻
の
丁
玲
（
一
九
〇
四
～
一
九
八
六
）
が
幼
子
を
連
れ
て
密
か
に

湖
南
省
に
逃
げ
る
た
め
の
資
金
を
提
供
し
た
の
も
、
あ
る
い
は
ま
た
、
一
九
二
八

年
、
経
済
的
な
困
窮
の
境
遇
に
あ
っ
た
日
本
留
学
帰
り
の
夏
衍
（
一
九
〇
〇
～
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渡辺：不遇の晩年をおくった詩人

一
九
九
五
）
に
厨
川
白
村
の
『
北
米
印
象
記
』
の
翻
訳
料
と
し
て
五
〇
〇
元
も
の

大
金
を
貸
し
出
し
た
の
も
、
資
金
の
面
で
は
盤
石
な
後
ろ
盾
が
あ
っ
た
か
ら
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
章
克
標
、
李
欧
梵
と
も
に
い
う
「
出
版
家
」
と
い
う
評
語
も
こ
の

盤
石
な
資
金
が
あ
っ
て
初
め
て
出
来
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

邵
洵
美
は
一
九
二
六
年
六
月
に
イ
ギ
リ
ス
留
学
か
ら
帰
国
し
、
翌
年
に
従
姉
妹

に
あ
た
る
盛
佩
玉
と
結
婚
し
た
。
ち
な
み
に
、
邵
洵
美
は
盛
宣
懐
の
葬
儀
で
初
め

て
盛
佩
玉
を
識
り
（
邵
洵
美
の
母
の
盛
穉
恵
は
盛
宣
懐
の
四
女
）、
一
九
二
四
年
、

留
学
出
発
前
に
婚
約
を
交
わ
す
さ
い
、
幼
名
の
雲
龍
か
ら
『
詩
経
』
の
中
の
こ
と

ば
を
と
っ
て
「
洵
美
」
と
名
を
変
え
た
（
８
）。
結
婚
の
翌
年
、
邵
洵
美
は
若
干
二
二
歳

で
上
海
静
安
寺
路
斜
橋
路
に
金
屋
書
店
を
設
立
し
、
出
版
界
に
乗
り
出
す
こ
と
に

な
っ
た
。
翌
年
の
一
九
二
九
年
に
は
『
金
屋
月
刊
』
を
創
刊
（
一
九
三
〇
年
九
月
、

第
一
二
期
で
終
刊
）。
そ
の
後
、
ざ
っ
と
数
え
て
も
十
指
に
あ
ま
る
ほ
ど
の
雑
誌

の
創
刊
と
編
集
に
携
わ
っ
て
い
る
。
三
〇
年
代
に
入
り
、
上
海
事
変
な
ど
時
代
の

空
気
は
も
と
よ
り
息
苦
し
さ
を
増
し
、
官
憲
の
目
も
厳
し
く
な
っ
て
い
た
。
邵
洵

美
は
一
九
三
一
年
に
五
万
ド
ル
を
投
じ
て
ド
イ
ツ
製
の
影
写
版
印
刷
機
を
購
入

し
、
翌
年
に
は
時
代
印
刷
有
限
公
司
を
、
さ
ら
に
翌
三
三
年
に
時
代
図
書
公
司
を

設
立
し
た（
９
）。
邵
洵
美
の
出
版
界
に
か
け
る
思
い
が
う
か
が
え
よ
う）

₁₀
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
三
〇
年
代
、
四
〇
年
代
、
解
放
後
と
続
く
中
国
文
学
の
流
れ

の
な
か
で
、
邵
洵
美
の
文
学
作
品
は
傍
流
へ
、
異
端
へ
と
必
要
以
上
に
低
い
評
価

を
下
さ
れ
て
き
た
。
い
や
、
評
価
さ
え
く
だ
さ
れ
る
こ
と
な
く
忘
れ
ら
れ
た
時
期

も
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
何
故
な
の
か
。
い
っ
た
い
、
邵
洵
美
と

い
う
文
学
者
は
中
国
文
学
史
の
中
で
、
傍
系
で
あ
れ
異
端
で
あ
れ
、
評
価
に
値
し

な
い
存
在
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

た
と
え
ば
、
文
革
終
了
直
後
に
出
た
『
中
国
文
学
家
辞
典
』（
四
川
人
民
出
版

社　

一
九
七
九
年
）
に
、「
邵
洵
美
」
の
項
目
は
な
い
。
ま
た
、『
中
国
現
代
文
学

史
』（
十
四
院
校
編
写
組
編
著　

一
九
八
一
年
）
で
は
、「
徐
志
摩
」
の
項
目
は
あ

る
が
「
邵
洵
美
」
の
項
目
は
な
く
、
ど
こ
に
も
そ
の
名
の
記
述
は
な
い
。

（
３
）『
人
民
日
報
』
紙
上
の
批
判

　

一
九
四
五
年
か
ら
始
ま
っ
た
国
共
内
戦
に
お
け
る
国
民
党
の
敗
北
が
確
定
的
に

な
っ
た
時
点
で
、
何
人
も
の
知
識
人
は
身
の
処
置
方
に
悩
ん
だ
こ
と
だ
ろ
う
。
簡

単
に
い
え
ば
、
蒋
介
石
の
国
民
党
と
と
も
に
台
湾
に
行
く
べ
き
か
、
毛
沢
東
の
共

産
党
が
統
治
す
る
大
陸
に
の
こ
る
べ
き
か
、
と
い
う
選
択
で
あ
る
。
そ
の
選
択
の

解
答
は
、
思
想
的
に
導
き
だ
さ
れ
る
ば
あ
い
も
あ
れ
ば
、
親
族
や
友
人
と
の
人
間

関
係
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
ば
あ
い
も
あ
っ
た
ろ
う
。

　

邵
洵
美
は
雑
誌
『
新
月
』（
一
九
二
八
～
一
九
三
一
）
か
ら
の
友
人
で
あ
る
胡

適
や
葉
公
超
（
一
九
〇
四
～
一
九
八
一
）
か
ら
は
、台
湾
に
移
る
よ
う
誘
わ
れ
た
。

羅
隆
基
（
一
八
九
六
～
一
九
六
五
）
か
ら
は
、
共
産
党
の
知
識
分
子
に
対
す
る
考

え
方
を
信
頼
し
て
大
陸
に
と
ど
ま
ろ
う
と
伝
え
ら
れ
た
。
邵
洵
美
は
熟
慮
の
末
、

大
陸
に
の
こ
る
こ
と
に
決
め
た
。
大
陸
に
の
こ
る
こ
と
を
勧
め
た
羅
隆
基
も
雑
誌

『
新
月
』
の
こ
ろ
か
ら
の
友
人
で
あ
る
。
羅
は
米
英
留
学
か
ら
一
九
二
八
年
に
帰

国
後
、
雑
誌
『
新
月
』
の
編
集
を
つ
と
め
た
人
物
で
、
解
放
後
は
大
陸
に
残
り

五
〇
年
代
後
半
の
反
右
派
闘
争
で
〝
右
派
〟
と
断
じ
ら
れ
、
そ
の
レ
ッ
テ
ル
を
は

が
さ
れ
て
（「
平
反
」）
名
誉
回
復
さ
れ
る
こ
と
な
く
亡
く
な
っ
た
。

　

中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
に
先
立
っ
て
、
一
九
四
九
年
五
月
二
七
日
、
上
海
は

解
放
さ
れ
た
。
解
放
時
、
上
海
市
宣
伝
部
副
部
長
で
あ
っ
た
夏
衍
（
一
九
〇
〇
～

一
九
九
五
）
は
邵
洵
美
に
い
く
つ
も
の
話
を
も
ち
か
け
て
い
る
。
毛
沢
東
の
抗
日

戦
争
時
の
著
作
「
論
持
久
戦
」
の
英
訳
出
版
、
復
旦
大
学
へ
の
就
職
（
邵
洵
美
は

学
歴
の
た
め
に
二
級
教
授
と
な
る
こ
と
を
知
っ
て
、断
っ
た
と
い
う
）、さ
ら
に
は
、
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一
九
三
一
年
に
邵
洵
美
が
ド
イ
ツ
か
ら
五
万
ド
ル
の
高
額
の
金
を
出
し
て
購
入
し

た
影
写
版
印
刷
機
を
国
が
買
い
上
げ
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
こ
の
影
写
版
印
刷
機

は
、
当
時
最
新
の
も
の
だ
っ
た
。
邵
は
翌
一
九
三
二
年
に
時
代
印
刷
有
限
公
司
を

設
立
し
、
さ
ら
に
翌
年
に
時
代
図
書
公
司
を
設
立
し
て
、
そ
れ
ま
で
中
国
美
術
刊

行
社
が
発
行
し
て
い
た
『
時
代
』、『
論
語
』、『
十
日
談
』
の
発
行
を
引
き
受
け
た
。

邵
洵
美
に
と
っ
て
、
こ
の
影
写
版
印
刷
機
の
購
入
は
雑
誌
編
集
者
と
し
て
の
仕
事

の
質
を
大
き
く
高
め
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
一
九
三
〇
年
代
の
中
国
文
化
を
牽

引
し
た
い
く
つ
も
の
雑
誌
の
発
行
に
大
き
な
貢
献
を
し
た
も
の
と
い
え
る）

₁₁
（

。

　

邵
洵
美
は
夏
衍
か
ら
の
提
案
を
受
け
入
れ
た
。
ド
イ
ツ
製
の
影
写
版
印
刷
機
を

売
っ
て
得
ら
れ
る
金
で
北
京
で
も
経
営
で
き
る
と
お
も
っ
た
の
で
あ
る
。
か
れ
は

上
海
に
新
た
に
時
代
書
局
を
開
設
し
、『
レ
ー
ニ
ン
の
ゴ
ー
リ
キ
ー
あ
て
手
紙
』

な
ど
、
政
治
関
連
、
文
学
関
連
の
い
く
つ
も
の
書
物
を
上
梓
し
た
。
ち
な
み
に
、

政
府
に
買
い
上
げ
ら
れ
た
邵
洵
美
の
印
刷
機
は
、
の
ち
に
『
工
人
画
報
』
や
『
人

民
画
報
』
の
印
刷
に
利
用
さ
れ
た
と
い
う
。

　

邵
洵
美
は
解
放
後
の
初
め
て
の
春
節
を
一
家
そ
ろ
っ
て
北
京
で
迎
え
た
。
新
中

国
の
首
都
北
京
で
の
新
た
な
生
活
へ
の
期
待
も
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

解
放
後
ほ
ど
な
い
一
九
五
〇
年
三
月
二
六
日
の
『
人
民
日
報
』
紙
上
で
、「
厳

粛
な
態
度
で
翻
訳
の
仕
事
に
向
か
お
う
」
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
お
こ
な
わ
れ

た
。
批
判
の
対
象
は
潮
鋒
出
版
社
と
上
海
時
代
書
局
だ
っ
た
。「
出
版
社
と
翻
訳

者
は
十
分
な
責
任
感
と
厳
粛
な
態
度
を
も
っ
て
、
広
範
な
読
者
の
要
求
を
満
足
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
、
い
く
つ
か
の
出
版
者
、
た
と
え
ば
上
海
時
代
書

局
は
、
粗
製
濫
造
、
劣
悪
な
訳
本
を
出
版
し
て
読
者
に
害
を
ば
ら
ま
い
て
い
る
」

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
邵
洵
美
が
三
〇
年
代
か
ら
経
営
し
て
き

た
上
海
時
代
書
局
が
標
的
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。潮
鋒
出
版
社
に
対
し
て
は
、

朱
子
平
の
名
で
新
訳
の
「
鋼
鉄
是
怎
様
錬
成
的
」（「
鋼
鉄
は
い
か
に
鍛
え
ら
れ
た

か
」）の
訳
文
へ
の
批
判
で
あ
る
。
上
海
時
代
書
局
に
対
し
て
は
、苦
艾
の
名
で「
上

海
時
代
書
局
出
版
的　
「
蘇
聯
児
女
英
雄
伝
」（「
ソ
連
児
女
英
雄
伝
」）」、
同
じ
紙

面
に
凌
茵
の
名
で
「
上
海
時
代
書
局
的　
「
薩
根
的
春
天
」（「
サ
ケ
ン
の
春
」）」

が
掲
載
さ
れ
た
。

　

先
ず
、
苦
艾
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
「
ソ
連
の
文
芸
は
我
々
中
国
人
民
の
良
き
師
、
良
き
友
で
あ
る
。
だ
が
、
両
国

の
こ
と
ば
は
異
な
る
の
で
、
ソ
連
の
優
れ
た
文
学
作
品
は
翻
訳
を
と
お
し
て
初
め

て
中
国
の
読
者
に
提
供
さ
れ
る
。
翻
訳
は
と
て
も
重
要
な
任
務
で
あ
る
。
翻
訳
工

作
者
は
極
め
て
厳
粛
な
、
人
民
に
対
す
る
責
任
あ
る
姿
勢
で
こ
の
仕
事
に
か
か
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
技
術
的
な
誤
り
で
あ
っ
て
も
政
治
上
の
誤
り
に
な

る
こ
と
が
あ
り
う
る
か
ら
だ
」

　

一
四
篇
の
短
編
か
ら
な
る
『
ソ
連
児
女
英
雄
伝
』
は
、
一
九
四
九
年
一
二
月
に

顧
蒼
生
・
孫
斯
鳴
ら
の
訳
に
よ
り
上
海
時
代
書
局
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
原
題
は『
斯

大
林
戦
士
）
₁２
（

』
で
あ
る
と
い
う
。
一
九
世
紀
の
章
回
小
説
で
あ
る
文
康
作
『
児
女
英

雄
伝
』
に
似
せ
て
題
名
を
つ
け
た
こ
と
か
ら
も
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

翻
訳
は
娯
楽
性
の
高
い
文
体
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
苦
艾
は
原
文
の
「
葛

林
卡
兄
弟
」
を
「
連
枝
比
翼
」（「
仲
の
い
い
夫
婦
」）
と
訳
し
た
り
、「
栄
誉
問
題
」

を
「
致
遠
任
重
」（「
大
切
な
任
務
」）
と
訳
し
た
り
し
て
い
る
点
を
指
摘
し
、「
訳

文
は
こ
う
し
た
陳
腐
な
礼
拝
六
派
の
筆
調
で
あ
る
」
と
断
じ
た
。「
連
枝
比
翼
」

は
白
居
易
の
代
表
作
『
長
恨
歌
』
に
出
る
こ
と
ば
で
あ
り
、「
致
遠
任
重
」
は
『
墨

子
』
に
出
る
こ
と
ば
で
、
と
も
に
古
く
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
語
と
い
え
る
。
苦
艾

は
逐
一
ペ
ー
ジ
数
を
あ
げ
て
訳
文
の
誤
り
を
指
摘
て
い
る
。「
礼
拝
六
派
」
と
は



17

渡辺：不遇の晩年をおくった詩人

清
末
民
国
初
期
に
一
世
を
風
靡
し
た
旧
文
学
の
一
派
の
こ
と
で
、
五
四
新
文
学
が

批
判
の
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、『
サ
ケ
ン
の
春
』
は
ス
タ
ー
リ
ン
文
学
賞
を
受
賞
し
た
ゲ
オ
ル
ギ
ー
・

グ
リ
ア
作
の
小
説
で
、
一
九
四
九
年
に
上
海
時
代
書
局
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
凌
菌

は
「
訳
文
の
中
に
は
多
く
の
誤
り
が
あ
る
。
翻
訳
は
原
作
に
忠
実
で
あ
ら
ね
ば
な

ら
ず
、
読
者
に
対
し
て
責
任
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
書
の
誤
り
を
逐
一
こ
こ
に

指
摘
し
て
参
考
に
供
し
た
い
。
そ
し
て
、
こ
の
本
の
訳
者
お
よ
び
出
版
者
は
気
を

引
き
締
め
改
め
る
よ
う
強
く
求
め
る
」
と
し
た
う
え
で
、
苦
艾
と
同
様
ペ
ー
ジ
数

を
あ
げ
て
一
四
箇
所
の
誤
り
を
指
摘
し
、
最
後
に
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
「
こ
の
訳
者
の
こ
と
ば
使
い
は
古
い
知
識
分
子
の
も
の
で
あ
り
、
人
民
の
も
の

で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、作
家
に
対
す
る
親
し
み
の
あ
る
呼
び
方
の
「
写
字
的
人
」

を
、
特
殊
な
階
級
を
意
味
す
る
「
文
人
」
と
訳
し
た
り
、「
農
村
居
民
」
を
蔑
む

意
味
の
「
郷
民
」
と
訳
し
た
り
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
ば
で
蘇
聯
の
文
学
作

品
を
翻
訳
し
て
も
、
社
会
主
義
国
の
人
民
の
思
想
や
感
情
を
伝
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
言
語
の
問
題
は
文
学
作
品
を
翻
訳
す
る
さ
い
の
重
要
な
問
題
で
あ
る
」

　

新
中
国
成
立
後
の
文
化
状
況
や
言
語
政
策
問
題
を
知
る
う
え
で
は
こ
う
し
た
指

摘
は
そ
れ
な
り
に
意
味
を
も
つ
こ
と
だ
ろ
う
が
、
邵
洵
美
に
と
っ
て
は
ま
っ
た
く

予
期
し
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
を「
解
放
」

と
よ
び
、
少
な
く
と
も
そ
の
当
時
は
、
人
民
が
主
人
公
で
あ
る
社
会
を
建
設
す
る

と
い
う
極
め
て
明
快
な
方
向
性
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
強
い
権
力
に
よ
っ
て
追
求
さ

れ
て
い
る
、
そ
う
し
た
時
代
の
到
来
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
知
ら
な
い
で
い
た

者
の
当
然
の
報
い
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
も
あ
る
い
は
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、「
政
治
上
の
誤
り
」
と
は
、
穏
や
か
で
は
な
い
。「
礼
拝
六
派
の
筆
調
で

あ
る
」
と
は
、
時
代
に
抹
殺
さ
れ
る
可
能
性
を
含
ん
で
い
た
と
い
え
よ
う
。
じ
じ

つ
、
上
海
時
代
書
局
と
類
似
し
た
名
前
の
時
代
出
版
社
は
、『
人
民
日
報
』
の
こ

の
批
判
の
政
治
的
意
味
を
読
み
取
り
、
す
ぐ
に
北
京
分
社
の
名
で
、
我
が
社
は
上

海
時
代
書
局
と
は
ま
っ
た
く
何
の
関
係
も
な
い
旨
を
、『
人
民
日
報
』
紙
上
で
発

表
し
た）

₁₃
（

。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
、こ
れ
は
単
な
る
誤
訳
の
指
摘
で
は
な
く
、「
政
治
的
な
誤
り
」

に
属
す
る
こ
と
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
上
海
時
代
書
局
の
存
続
に
か
か
わ
る
大
き

な
問
題
を
含
ん
で
い
た
と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
『
人
民
日
報
』
紙
上
に
お
け
る
政
治
的
な
意
味
を
含
ん
だ
批
判
が
、
邵
洵

美
の
栄
光
か
ら
悲
惨
に
い
た
る
そ
の
後
の
暗
転
を
示
唆
し
て
い
た
よ
う
に
お
も

う
。
こ
れ
以
降
、
新
華
書
店
で
は
上
海
時
代
書
局
の
出
版
物
を
扱
う
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
た
。

　

翌
年
の
夏
、
一
家
は
上
海
に
も
ど
っ
た
。
こ
の
年
、
上
海
時
代
書
局
は
閉
鎖
さ

れ
る
に
い
た
っ
た
。

　

邵
洵
美
一
家
の
生
活
は
逼
迫
し
た
。
慣
れ
ぬ
工
場
経
営
な
ど
を
試
み
た
が
、
い

ず
れ
も
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。
人
民
文
学
出
版
社
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
一
年

以
上
の
時
間
を
か
け
、シ
ェ
リ
ー
の
長
編
抒
情
詩
『
解
放
了
的
普
羅
密
修
斯
』（『
プ

ロ
メ
ー
テ
ス
の
解
縛
』）
を
翻
訳
し
一
九
五
七
年
に
出
版
し
た
。
こ
の
訳
業
は
邵

洵
美
に
と
っ
て
せ
め
て
も
の
精
神
の
救
い
と
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

（
４
）
邵
洵
美
、
逮
捕
さ
れ
る

　

解
放
後
は
、
知
識
人
に
と
っ
て
、「
冬
の
時
代
」
の
到
来
と
い
え
る
。
多
く
の

批
判
運
動
が
共
産
党
主
導
で
展
開
さ
れ
、
多
く
の
知
識
人
が
批
判
を
受
け
、
身
柄

を
拘
束
さ
れ
、
肉
体
的
・
精
神
的
侮
蔑
を
受
け
、
あ
る
い
は
田
舎
に
追
い
や
ら
れ
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た
。
主
な
も
の
で
も
、
一
九
五
一
年
に
始
ま
っ
た
『
武
訓
伝
』
批
判
、
小
資
産
階

級
文
芸
思
想
批
判
、
陶
行
知
教
育
思
想
批
判
と
続
い
た
。
映
画
『
武
訓
伝
』
は
、

清
末
の
善
良
な
教
師
の
武
訓
の
善
行
を
た
た
え
る
内
容
だ
っ
た
が
、『
武
訓
伝
』

批
判
と
は
、
映
画
の
内
容
に
は
封
建
社
会
に
対
す
る
批
判
が
い
っ
さ
い
な
い
ば
か

り
か
、
主
人
公
は
封
建
社
会
の
支
配
階
層
に
へ
つ
ら
う
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
お

り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
反
動
思
想
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
批
判

運
動
の
始
ま
り
は
『
人
民
日
報
』
に
お
け
る
毛
沢
東
の
社
説
で
あ
り
、
大
衆
を
巻

き
込
む
運
動
と
な
っ
て
政
治
問
題
化
し
た
。
そ
の
論
点
は
、
武
訓
と
い
う
人
物
や

そ
の
映
画
に
対
し
て
で
は
な
く
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
反
動
思
想
を
も
つ
武
訓
と
そ
の

映
画
を
共
産
党
員
や
一
般
人
民
が
賛
美
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。

政
治
の
側
か
ら
の
こ
う
し
た
批
判
運
動
は
、
そ
の
論
理
を
突
き
詰
め
て
い
け
ば
、

文
学
者
や
芸
術
家
、
知
識
人
す
べ
て
に
従
来
の
「
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
思
想
・
感
情
」

を
否
定
し
、
新
社
会
の
主
人
公
た
る
労
働
者
・
農
民
・
兵
士
と
同
質
の
思
想
・
感

情
を
も
つ
こ
と
を
求
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　

先
に
あ
げ
た
上
海
時
代
書
局
の
出
版
物
に
対
す
る
苦
艾
と
朱
子
平
の
批
判
方
法

は
、『
武
訓
伝
』
批
判
を
初
め
と
す
る
解
放
後
の
知
識
人
に
対
す
る
批
判
運
動
の

雛
形
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。

　

さ
ら
に
、
一
九
五
四
年
に
始
ま
っ
た
『
紅
楼
夢
』
研
究
批
判
は
、
そ
の
研
究
方

法
に
強
い
影
響
を
も
つ
胡
適
の
学
問
思
想
そ
の
も
の
へ
の
批
判
と
な
り
、
あ
ら
ゆ

る
学
問
分
野
に
お
い
て
「
胡
適
批
判
」
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
同
じ
年
に

中
央
政
府
に
対
し
て
「
関
於
幾
年
来
文
芸
実
践
情
況
的
報
告
」（「
数
年
来
の
文
芸

実
践
情
況
に
関
す
る
報
告
」　

い
わ
ゆ
る
「
三
十
万
言
書
」）
を
送
り
、
党
の
文
芸

政
策
を
官
僚
主
義
、
セ
ク
ト
主
義
だ
と
し
て
批
判
し
た
胡
風
（
一
九
〇
二 

～

一
九
八
五
）
に
対
し
、
そ
の
思
想
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
芸
思
想
で
あ
る
と
し
て

一
九
五
五
年
に
「
胡
風
批
判
」
運
動
が
お
こ
っ
た
。
こ
れ
は
、
詩
人
・
評
論
家
で

あ
る
胡
風
一
人
に
対
し
て
で
は
な
く
、胡
風
と
密
接
な
関
係
の
あ
っ
た
人
々
も「
胡

風
反
革
命
集
団
」
と
し
て
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
。
胡
風
は
逮
捕
・
投
獄
さ
れ
、

胡
風
と
の
関
連
を
疑
わ
れ
て
取
り
調
べ
を
受
け
た
者
は
二
〇
〇
〇
人
を
こ
え
、
連

座
し
て
逮
捕
さ
れ
た
者
は
九
三
人
に
の
ぼ
っ
た
。

　

解
放
後
の
知
識
人
に
対
す
る
こ
の
一
連
の
批
判
運
動
は
、「
反
右
派
闘
争
」
へ

連
な
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
異
な
る
学
説
や
流
派
の
自
由
な
討
論
を
呼
び
か

け
た
一
九
五
七
年
の
「
百
花
斉
放
・
百
家
争
鳴
」（
双
百
）
の
中
で
、
党
と
政
府

に
対
す
る
正
面
か
ら
の
批
判
が
出
る
に
お
よ
び
、
危
機
感
を
抱
い
た
党
が
「
ブ
ル

ジ
ョ
ア
右
派
」
と
し
て
、
一
転
、
批
判
に
乗
り
出
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

一
九
五
八
年
八
月
、
反
右
派
闘
争
が
始
ま
っ
て
ほ
ど
な
く
、
邵
洵
美
は
逮
捕
さ

れ
た
。

　

逮
捕
の
経
緯
を
、
主
に
邵
洵
美
の
娘
の
邵
綃
紅
の
記
述
か
ら
簡
単
に
た
ど
っ
て

お
く
。

　

あ
る
日
、邵
洵
美
は
指
導
部
か
ら
反
右
派
闘
争
に
参
加
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
。

送
迎
の
車
が
用
意
さ
れ
、
発
言
の
内
容
も
前
も
っ
て
送
ら
れ
て
来
た
と
い
う
。
邵

洵
美
は
指
示
さ
れ
る
ま
ま
に
華
東
師
範
大
学
に
行
き
、
羅
玉
君
（
一
九
〇
七
～

一
九
八
八
）、
徐
中
玉（
一
九
一
五
～　
　

）、
施
蟄
存（
一
九
〇
五
～
二
〇
〇
三
）に

対
す
る
批
判
闘
争
に
参
加
し
た
。
こ
の
三
人
は
解
放
前
か
ら
邵
洵
美
の
よ
く
知
る

人
た
ち
で
あ
る
。
そ
の
後
は
ま
た
、立
信
会
計
学
校
に
行
き
、潘
序
倫
（
一
八
九
三

～
一
九
八
五　

立
信
会
計
学
校
の
創
始
者
）
に
対
す
る
批
判
闘
争
に
参
加
し
た
。

だ
が
、
五
回
ほ
ど
参
加
し
た
批
判
闘
争
で
は
、
促
さ
れ
て
も
一
度
も
立
ち
上
が
っ

て
批
判
を
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
ほ
ど
な
く
し
て
上
海
市
越
劇
団

党
支
部
書
記
の
肩
書
を
も
つ
蘇
石
鳳
（
一
九
二
〇
～
？
）
が
突
然
夜
間
に
訪
れ
、

邵
洵
美
が
外
国
語
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
「Pen H

eaven

」
を
使
っ
た
こ
と
が
あ
る
こ
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と
を
知
る
と
、す
ぐ
に
政
府
に
対
し
て
自
己
の
履
歴
を
報
告
す
る
（
原
文
：
交
代
）

よ
う
促
し
た
。
邵
洵
美
は
か
つ
て
葉
霊
鳳
（
一
九
〇
四
～
一
九
七
五
）
に
託
し
て

ア
メ
リ
カ
に
い
る
項
美
麗
（
一
九
〇
五
～
一
九
九
七　

本
名Em

ily H
ahn

）
宛

に
手
紙
を
出
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
見
つ
か
っ
て
し
ま
い
、
嫌
疑
を
か

け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
だ
っ
た）

₁₄
（

。
邵
洵
美
は
自
分
の
身
に
か
け
ら
れ
て
い
る
嫌

疑
を
晴
ら
す
べ
く
そ
れ
ま
で
の
経
歴
を
す
べ
て
報
告
す
る
必
要
を
感
じ
た
。だ
が
、

友
人
や
知
り
合
い
が
多
く
正
直
に
報
告
す
る
に
は
時
間
が
か
か
る
の
で
、
と
り
か

か
っ
て
い
る
喜
劇
『
一
個
理
想
的
丈
夫
）
₁₅
（

』
の
翻
訳
が
出
来
て
翻
訳
料
を
手
に
し
た

ら
、
必
ず
報
告
に
行
く
と
考
え
た
。

　

数
日
後
、
邵
洵
美
は
再
び
現
れ
た
蘇
石
鳳
に
対
し
て
も
同
じ
こ
と
ば
を
繰
り
返

し
、
つ
い
に
逮
捕
さ
れ
た
。
罪
名
は
「
外
国
の
ス
パ
イ
」
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
一
九
五
五
年
、「
胡
風
反
革
命
集
団
」
の
主
要
人
物
の
一
人
と
し

て
逮
捕
さ
れ
た
人
に
、
賈
植
芳
（
一
九
一
五
～
二
〇
〇
八
）
が
い
る
。
賈
植
芳
は

約
一
二
年
の
獄
中
生
活
を
送
り
、
文
化
大
革
命
が
勃
発
す
る
直
前
の
一
九
六
六
年

三
月
に
「
胡
風
反
革
命
集
団
中
核
分
子
」
と
し
て
さ
ら
に
一
二
年
の
判
決
を
受
け
、

元
の
職
場
の
復
旦
大
学
に
連
行
さ
れ
た
。

　

賈
植
芳
が
獄
中
生
活
を
送
っ
た
の
は
、
上
海
虹
口
区
に
あ
る
提
籃
橋
監
獄
で
あ

る
。
獄
中
生
活
は
悲
惨
を
極
め
た
。
こ
の
時
期
は
ち
ょ
う
ど
人
災
で
あ
る
「
三
年

の
自
然
災
害
」
に
あ
た
っ
て
お
り
、
食
事
が
極
度
に
制
限
さ
れ
た
。
賈
植
芳
は
反

革
命
の
政
治
犯
で
あ
り
、
単
な
る
刑
事
犯
と
は
刑
の
重
み
が
異
な
る
の
だ
っ
た
。

一
九
六
〇
年
の
秋
も
お
わ
り
の
こ
ろ
身
体
を
こ
わ
し
、
監
獄
内
の
病
院
に
お
い
て

治
療
を
受
け
、
そ
の
後
、
六
尺
四
方
の
狭
い
部
屋
に
七
人
が
詰
め
込
ま
れ
る
「
休

養
監
」
に
い
れ
ら
れ
た
。
ほ
ど
な
く
し
て
再
び
第
一
看
守
所
の
二
階
の
獄
房
に
移

さ
れ
た
。
そ
の
が
ら
ん
と
し
た
獄
房
の
片
隅
に
は
衰
弱
し
た
老
人
が
一
人
う
ず
く

ま
っ
て
い
た
。
獄
房
の
ド
ア
に
鍵
が
か
け
ら
れ
る
と
、
老
人
は
頭
を
も
た
げ
た
。

老
人
の
ぼ
ん
や
り
し
て
い
た
目
が
突
如
輝
き
を
増
し
、
賈
植
芳
を
見
つ
め
た
。

　
「
わ
た
し
た
ち
は
韓
侍
桁
の
家
で
一
緒
に
カ
ニ
を
食
べ
た
こ
と
が
あ
っ
た
だ

ろ
？
」

　

そ
う
話
し
か
け
て
き
た
の
が
、
邵
洵
美
だ
っ
た
。

　

賈
植
芳
に
よ
れ
ば）

₁₆
（

、
韓
侍
桁
（
一
九
〇
八
～
一
九
八
七
）
が
一
九
五
二
年
に
上

海
南
京
路
の
新
雅
酒
店
で
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
の
『
赤
と
黒
』
の
訳
者
の
羅
玉
君
を
招

い
て
宴
を
張
っ
た
さ
い
初
め
て
邵
洵
美
と
会
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
五
四
年
の
秋
に

妻
の
任
敏
と
と
も
に
韓
侍
桁
の
家
に
招
か
れ
た
さ
い
、
邵
洵
美
も
招
か
れ
て
会
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
は
と
り
と
め
の
な
い
話
に
終
始
し
、
賈
植
芳
と
邵

洵
美
の
あ
い
だ
に
二
人
だ
け
の
会
話
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
獄

房
で
の
邵
洵
美
の
会
話
は
、
こ
の
後
者
の
記
憶
に
基
づ
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

同
じ
獄
房
で
あ
っ
て
も
互
い
に
会
話
す
る
こ
と
さ
え
自
由
に
で
き
る
境
遇
で
は

な
か
っ
た
が
、
賈
植
芳
に
よ
れ
ば
、
邵
洵
美
が
逮
捕
さ
れ
た
の
は
、
か
つ
て
南
京

政
府
の
要
員
の
張
道
藩
（
一
八
九
七
～
一
九
六
八
）
ら
と
親
交
が
あ
り
、
抗
戦
勝

利
後
に
張
か
ら
誘
わ
れ
て
ア
メ
リ
カ
に
英
米
映
画
界
を
視
察
し
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
ら

と
会
見
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
が
「
歴
史
反
革
命
」
の
罪
に
問
わ
れ
た
の
だ
と

聞
か
さ
れ
た
と
い
う
。

　

そ
の
邵
洵
美
が
、
あ
る
日
、
獄
中
で
賈
植
芳
に
語
り
か
け
た
。

　
「
賈
兄
、
君
は
私
よ
り
若
い
し
身
体
も
丈
夫
だ
か
ら
、
い
つ
か
出
獄
す
る
日
が

あ
る
だ
ろ
う
。
私
の
替
わ
り
に
二
つ
の
件
で
文
章
を
書
い
て
く
れ
な
い
か
。
そ
う

す
れ
ば
、
死
ん
で
も
浮
か
ば
れ
る
と
い
う
も
の
だ
。
一
つ
は
、
一
九
三
三
年
に
イ

ギ
リ
ス
の
作
家
バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
ョ
ウ
が
上
海
を
訪
れ
た
さ
い
、
世
界
筆
会
の
中

国
秘
書
と
し
て
接
待
し
た
の
は
私
な
ん
だ
。
バ
ー
ナ
ー
ド
は
生
臭
料
理
を
口
に
し

な
い
か
ら
、
世
界
筆
会
中
国
分
会
の
名
で
〝
功
徳
林
〟
で
一
卓
精
進
料
理
を
設
け
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た
。
そ
の
と
き
の
四
六
銀
元
は
、
私
が
払
っ
た
。
そ
の
宴
会
に
参
加
し
た
の
は
、

蔡
元
培
、
宋
慶
齢
、
魯
迅
、
楊
杏
佛
、
そ
れ
に
私
と
林
語
堂
だ
。
で
も
、
当
時
の

上
海
の
大
小
の
新
聞
は
ど
こ
も
私
の
名
前
を
載
せ
て
は
い
な
か
っ
た
。そ
れ
以
来
、

こ
の
こ
と
が
ず
っ
と
気
に
か
か
っ
て
仕
方
が
な
い
。
君
は
わ
た
し
に
替
わ
っ
て
、

報
道
の
誤
り
を
正
し
て
ほ
し
い
の
だ
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
。
私
の
書
い
た
も
の

は
ど
れ
も
下
手
だ
け
れ
ど
、
自
分
で
書
い
た
こ
と
だ
け
は
間
違
い
な
い
。
魯
迅
先

生
は
あ
る
文
の
中
で
、
私
が
〝
捐
班
〟
で
、
人
を
雇
っ
て
書
か
せ
て
い
る
と
言
っ

た
。
こ
れ
は
と
ん
で
も
な
い
間
違
い
だ
。
私
は
魯
迅
先
生
を
尊
敬
し
て
い
る
け
ど
、

流
言
の
類
を
す
ぐ
信
じ
る
の
は
残
念
だ
。
こ
の
点
も
、
説
明
を
頼
み
ま
す
」（「
筆

会
」
と
は
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
こ
と
。
ま
た
、「
捐
班
」
と
は
、
金
で
官
職
を
買
っ
た

役
人
の
こ
と
）

　

二
人
の
会
話
が
一
九
六
〇
年
前
後
の
こ
と
と
す
れ
ば
、
邵
洵
美
は
二
七
年
前
の

出
来
事
を
ず
っ
と
気
に
か
け
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
二
〇
年
、
三
〇
年
も
前
の
こ

と
を
詳
細
に
記
憶
し
て
い
る
こ
と
は
、
現
代
中
国
文
学
史
を
繙
い
て
い
る
と
そ
う

珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
己
の
人
生
の
重
大
事
に
関
す
る
消
そ

う
に
も
消
せ
な
い
事
件
に
つ
い
て
の
ば
あ
い
が
多
い
。
文
学
者
、
詩
人
と
し
て
、

魯
迅
の
筆
に
な
る
「
他
人
に
よ
る
代
筆
説
」
は
そ
れ
に
当
た
る
と
言
え
る
か
も
知

れ
な
い
。
だ
が
、
バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
ョ
ウ
歓
迎
の
と
き
の
宴
会
費
用
四
八
元
を
己

が
払
っ
た
こ
と
が
世
に
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
二
七
年
に
わ
た
っ
て
記
憶
し
、

左から、スメドレー、ショウ、宋、蔡、アイザックス、林、魯迅
（ともに、上海魯迅紀念館編『魯迅与国際友人図録』より）

宋慶齢宅で、左から魯迅、ショウ、蔡元培
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気
に
か
け
、
獄
中
の
同
室
者
に
釈
放
さ
れ
た
ら
説
明
し
て
ほ
し
い
と
依
頼
す
る
と

い
う
こ
と
は
、よ
ほ
ど
の
怨
念
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。「
功
徳
林
」と
い
う
店
は
、

競
馬
場
（
現
、
人
民
公
園
）
近
く
に
あ
り
、
上
海
で
は
有
名
な
精
進
料
理
店
だ
っ

た
。

（
５
）
バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
ョ
ウ
歓
迎
会
の
い
き
さ
つ　

　

さ
て
、
獄
中
で
邵
洵
美
が
賈
植
芳
に
依
頼
し
た
二
つ
の
件
に
つ
い
て
、
残
さ
れ

た
資
料
か
ら
事
実
を
た
ど
っ
て
み
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
劇
作
家
バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
ョ
ウ
が
上
海
を
訪
れ
た
と
き
、
宋
慶
齢

（
一
八
九
三
～
一
九
八
一
）
宅
で
歓
迎
の
宴
を
は
っ
た
と
き
の
こ
と
は
、
そ
の
日
、

そ
の
宴
に
よ
ば
れ
て
同
席
し
た
魯
迅
（
一
八
八
一
～
一
九
三
六
）
が
一
九
三
三
年

二
月
一
七
日
の
日
記
の
な
か
で
記
し
て
い
る
。

　
「
…
昼
過
ぎ
、
車
で
蔡
先
生
の
短
い
手
紙
が
届
き
、
す
ぐ
そ
の
車
に
乗
っ
て
宋

慶
齢
宅
に
行
き
、
昼
食
。
同
席
者
、
バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
ョ
ウ
、
ア
イ
ザ
ッ
ク
、
ス

メ
ド
レ
ー
女
士
、
楊
杏
佛
、
林
語
堂
、
蔡
先
生
、
孫
夫
人
、
計
七
人
。
食
後
、
写

真
を
二
枚
撮
る
。
シ
ョ
ウ
、
蔡
、
林
、
楊
と
ペ
ン
ク
ラ
ブ
に
行
き
、
二
〇
分
ほ
ど

で
ま
た
宋
宅
に
も
ど
る
。
木
村
毅
君
を
シ
ョ
ウ
に
紹
介
す
る
。
夕
方
、
帰
宅
。」

　

こ
の
日
の
早
朝
、
宋
慶
齢
と
楊
杏
佛
（
一
八
九
三
～
一
九
三
三
）
は
外
灘
（
バ

ン
ド
）
か
ら
「
小
輪
」
に
乗
っ
て
呉
淞
口
に
行
き
、
停
泊
し
て
い
る
エ
ン
プ
レ
ス

号
に
乗
船
し
て
バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
ョ
ウ
を
た
ず
ね
、
と
も
に
朝
食
を
と
っ
た
。
そ

の
後
、
楊
樹
浦
の
波
止
場
に
移
動
し
て
タ
ク
シ
ー
を
雇
い
、
莫
利
愛
路
（
現
、
香

山
路
）
の
宋
慶
齢
宅
（
現
、孫
中
山
故
居
）
に
向
か
っ
た
。
途
中
で
亜
爾
培
路
（
現
、

陝
西
南
路
）
の
中
央
研
究
院
に
寄
り
、
院
長
の
蔡
元
培
（
一
八
六
八
～

一
九
四
〇
）
を
誘
っ
た
。
宋
慶
齢
宅
に
着
く
と
、
ア
メ
リ
カ
の
女
性
記
者
ア
グ
ネ

ス
・
ス
メ
ド
レ
ー
（
一
八
九
二
～
一
九
五
〇
）
と
ハ
ロ
ル
ド
・
ロ
バ
ー
ト
・
ア
イ

ザ
ッ
ク
ス
（
一
九
一
〇
～
一
九
八
六
）
が
す
で
に
到
着
し
て
い
た
。
み
な
が
魯
迅

も
呼
ぼ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
蔡
元
培
が
簡
単
な
手
紙
を
書
い
て
車
で
魯
迅
を

呼
び
に
や
っ
た
。
魯
迅
の
日
記
な
ど
か
ら
は
う
か
が
え
な
い
が
、
改
造
社
社
長
か

ら
シ
ョ
ウ
の
原
稿
を
も
ら
う
よ
う
依
頼
さ
れ
て
上
海
を
訪
れ
た
木
村
毅

（
一
八
九
四
～
一
九
七
九
）
は
、
魯
迅
と
昵
懇
の
あ
い
だ
が
ら
に
あ
る
内
山
完
造

（
一
八
八
五
～
一
九
五
九
）
に
シ
ョ
ウ
と
魯
迅
の
会
見
を
取
り
は
か
ら
っ
て
も
ら

う
よ
う
電
報
を
う
ち
、
こ
の
日
、
内
山
は
自
分
の
書
店
に
魯
迅
を
「
缶
詰
」
に
し

て
い
た
。
蔡
元
培
の
使
い
の
者
が
魯
迅
を
車
に
乗
せ
た
の
は
、
内
山
書
店
か
ら
と

い
う
こ
と
に
な
る）

₁₇
（

。

　

こ
こ
か
ら
、
魯
迅
の
日
記
と
つ
な
が
る
。
食
後
撮
っ
た
と
い
う
写
真
は
、
七
人

が
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
方
向
を
向
き
、独
特
の
雰
囲
気
の
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

（
前
ペ
ー
ジ
参
照
。
ち
な
み
に
、
こ
の
写
真
は
一
九
七
九
年
ま
で
は
、
林
語
堂
と

ア
イ
ザ
ッ
ク
ス
の
姿
が
消
さ
れ
て
い
た
）
宋
慶
齢
宅
で
の
食
事
の
様
子
は
、
魯
迅

が
改
造
社
の
特
派
員
で
あ
る
木
村
毅
の
求
め
に
応
じ
て
日
本
語
で
書
い
た

「SH
A

O

とSH
A

O

を
見
に
き
た
ひ
と
び
と
を
見
る
記
」（『
改
造
』
一
九
三
三

年
四
月
号
所
載
。『
南
腔
北
調
集
』
収
録
。
以
後
、「
見
る
記
」）
に
よ
れ
ば
、
魯

迅
が
宋
慶
齢
宅
に
到
着
し
た
と
き
は
、「
食
事
は
も
う
な
か
ば
ご
ろ
に
な
っ
て
い

る
ら
し
い
。
菜
食
で
簡
単
だ
。
白
露
人
の
新
聞
に
は
侍
者
が
無
数
だ
ろ
う
と
推
測

し
て
い
た
が
、
実
地
に
は
コ
ッ
ク
ひ
と
り
で
料
理
を
運
ん
で
い
た
」
と
い
う
。
こ

こ
で
い
う
「
コ
ッ
ク
ひ
と
り
」
は
宋
慶
齢
宅
の
使
用
人
の
よ
う
に
も
お
も
わ
れ
る
。

少
な
く
と
も
、
シ
ョ
ウ
を
歓
待
す
る
た
め
の
ペ
ン
ク
ラ
ブ
主
催
の
昼
食
会
は
、
功

徳
林
で
一
席
設
け
、
精
進
料
理
を
食
べ
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
あ
る

い
は
、
こ
の
宋
慶
齢
宅
で
の
昼
食
は
、
前
年
に
成
立
し
た
中
国
民
権
保
障
同
盟
の

主
催
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
邵
洵
美
が
獄
房
で
語
っ
た
と
い
う

「
中
国
筆
会
の
名
で
〝
功
徳
林
〟
で
一
卓
精
進
料
理
を
設
け
た
」
は
、
邵
洵
美
の
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記
憶
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
宋
慶
齢
宅
に
功
徳
林
か
ら
精
進
料
理
を
運
ん
だ
こ
と

に
な
る
。
あ
る
い
は
、
時
間
的
に
は
食
事
の
時
間
で
は
な
い
が
、
ペ
ン
ク
ラ
ブ
に

お
け
る
歓
迎
会
に
お
い
て
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
当
時
の
邵
洵
美
に
と
っ

て
四
八
元
銀
も
の
金
は
も
ん
だ
い
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

中
国
の
ペ
ン
ク
ラ
ブ
は
一
九
三
〇
年
一
一
月
一
六
日
、
上
海
で
成
立
し
た
。
発

起
人
は
蔡
元
培
、
楊
杏
佛
、
胡
適
之
、
葉
誉
虎
（
～
）、
曾
孟
樸
（
一
八
七
二
～

一
九
三
五
）、宗
白
華
（
一
八
九
七
～
一
九
八
六
）、徐
志
摩
、戈
公
振
（
一
八
九
〇

～
一
九
三
五
）、
謝
壽
侯
（
～
）、
林
語
堂
（
一
八
九
五
～
一
九
七
六
）、
鄭
振
鐸

（
一
八
九
八
～
一
九
五
八
）、
邵
洵
美
、
唐
痩
盧
（
～
）、
郭
有
守
（
一
九
〇
一
～

一
九
七
七
）
の
一
四
人
で
、
理
事
に
は
上
記
か
ら
蔡
、
葉
、
徐
、
鄭
、
邵
、
戈
、

郭
の
七
人
が
当
選
し
た
。
互
選
に
よ
り
、
蔡
元
培
が
理
事
長
に
就
き
、
戈
公
振
が

書
記
、
邵
洵
美
が
会
計
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た）

₁₈
（

。

　

徐
志
摩
が
一
九
二
三
年
に
「
国
際
著
作
者
協
社
」
を
書
い
て
、
一
九
二
一
年

一
〇
月
に
イ
ギ
リ
ス
で
設
立
さ
れ
ア
ジ
ア
で
は
タ
ゴ
ー
ル
（
一
八
六
一
～

一
九
四
一
）
と
梁
啓
超
（
一
八
七
三
～
一
九
二
九
）
の
二
人
だ
け
が
会
員
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
紹
介
）
₁₉
（

し
て
か
ら
、
七
年
の
後
に
よ
う
や
く
中
国
分
会
が
設
立
し
た

こ
と
に
な
る
。

　

さ
て
、
一
九
三
三
年
当
時
、
国
際
ペ
ン
ク
ラ
ブ
中
国
分
会
は
、
福
開
路
（
現
、

武
康
路
）
の
立
派
な
洋
館
の
世
界
学
院
に
あ
っ
た
。「
見
る
記
」
に
よ
れ
ば
、
二

時
こ
ろ
、そ
の
二
階
で
シ
ョ
ウ
の
歓
迎
会
が
催
さ
れ
た
。「
文
芸
の
た
め
の
文
芸
家
、

民
族
主
義
文
学
家
、
社
交
界
の
花
、
演
劇
界
の
キ
ン
グ
、
お
よ
そ
五
〇
人
ほ
ど
」

が
あ
つ
ま
り
、
シ
ョ
ウ
に
質
問
を
し
た
。
梅
蘭
芳
（
一
八
九
四
～
一
九
六
一
）
な

ど
の
「
名
人
」
の
質
問
も
あ
っ
た
と
い
う
。「
そ
れ
か
ら
は
Ｓ
（
シ
ョ
ウ
の
こ
と
、

引
用
者
注
）
に
土
産
を
あ
げ
る
儀
式
で
す
。
そ
れ
は
美
男
子
の
誉
れ
あ
る
邵
洵
美

君
の
手
か
ら
さ
し
あ
げ
る
の
で
土
で
こ
し
ら
え
た
役
者
の
隈
取
り
の
小
さ
い
模
型

を
一
箱
に
収
め
た
も
の
、
も
う
一
つ
は
演
劇
用
の
着
物
だ
そ
う
だ
が
、
紙
で
包
ん

で
あ
る
か
ら
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
」

　
「
見
る
記
」
に
お
け
る
魯
迅
の
筆
調
か
ら
は
、
中
国
筆
会
に
対
す
る
冷
や
や
か

な
態
度
が
う
か
が
わ
れ
よ
う
。
事
実
、
魯
迅
が
筆
会
の
活
動
に
参
加
し
た
は
こ
の

一
件
だ
け
と
お
も
わ
れ
る
。
発
起
人
と
理
事
の
顔
ぶ
れ
を
み
る
と
、
不
詳
の
三
名

を
除
い
て
魯
迅
に
近
い
人
物
は
蔡
元
培
く
ら
い
で
あ
る
。
魯
迅
は
そ
の
後
、
宋
慶

齢
宅
に
シ
ョ
ウ
ら
一
行
と
戻
っ
た
。
こ
の
日
、
小
雨
降
る
夕
暮
れ
ど
き
、
邵
洵
美

は
自
分
の
車
で
魯
迅
を
大
陸
新
邑
の
魯
迅
宅
ま
で
送
っ
た
と
い
う）

２₀
（

。

　

さ
て
、
獄
中
で
邵
洵
美
が
賈
植
芳
に
依
頼
し
た
二
つ
目
の
こ
と
、
す
な
わ
ち
、

邵
洵
美
の
文
章
は
自
分
で
書
い
た
も
の
で
は
な
く
、
金
を
出
し
て
他
人
に
書
か
せ

た
の
だ
と
い
う
魯
迅
の
雑
文
は
、「
各
種
の
捐
班
）
２₁
（

」、「
登
龍
術
拾
遺
）
２２
（

」
に
、
そ
れ

に
関
す
る
表
現
が
あ
る
。「
清
朝
の
半
ば
こ
ろ
、
役
人
に
な
り
た
け
れ
ば
、
金
を

納
め
て
官
職
を
買
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
が
〝
捐
班
〟
と
い
わ
れ
る
官
吏
だ
」

で
始
ま
る
「
各
種
の
〝
捐
班
〟」
で
は
、
今
も
文
学
者
の
地
位
を
金
で
買
う
も
の

が
い
る
こ
と
を
皮
肉
た
っ
ぷ
り
の
筆
調
で
語
っ
て
い
る
。
ロ
マ
ン
派
、
古
典
派
な

ど
と
と
も
に
「
捐
班
」
派
と
い
う
項
目
を
た
て
る
べ
き
だ
、な
ど
と
い
う
語
り
は
、

皮
肉
を
通
り
越
し
て
い
る
。
身
に
覚
え
の
あ
る
人
間
は
、
自
分
の
こ
と
を
言
わ
れ

て
い
る
と
幾
重
に
も
冷
や
汗
を
な
が
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
だ
が
、
文
面
に
邵
洵
美

の
名
前
は
出
て
こ
な
い
。
一
方
、「
登
龍
術
拾
遺
」
は
、
邵
洵
美
と
と
も
に
活
動

し
て
い
た
章
克
標
が
出
版
し
た
『
文
壇
登
龍
術
）
２₃
（

』
を
と
り
あ
げ
た
雑
文
で
あ
る
。

「
登
龍
」
と
は
文
字
通
り
、
文
壇
（
龍
）
に
登
場
す
る
こ
と
を
「
灯
籠
」
と
い
う

語
に
ひ
っ
か
け
た
章
の
造
語
で
あ
り
、「
登
龍
門
」
と
い
う
語
か
ら
「
登
龍
術
」

と
い
う
語
に
し
た
と
そ
の
「
解
説
」
に
い
う
。
魯
迅
は
こ
の
本
の
内
容
を
「〝
智

者
の
千
慮
〟
に
一
失
あ
り
」
だ
と
し
て
、
独
特
の
論
理
を
展
開
し
て
い
る
。
す
な
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わ
ち
、「
女
婿
と
い
え
ば
文
壇
に
登
り
た
が
る
も
の
だ
」
と
し
て
、「
文
壇
に
登
り

た
け
れ
ば
、金
持
ち
の
女
を
妻
に
す
る
こ
と
だ
。（
中
略
）金
持
ち
の
岳
父
を
も
ち
、

金
持
ち
の
妻
を
も
ら
っ
て
、
持
参
金
を
文
学
の
資
本
金
と
す
る
」「
だ
が
、
そ
う

し
た
文
学
者
は
か
な
ら
ず
唯
美
派
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
試
し
に
ワ
イ
ル
ド
の

遺
影
を
み
る
と
わ
か
る
」
と
い
う
。
こ
こ
で
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
一
々
邵
洵

美
に
あ
て
は
ま
る
。
こ
の
雑
文
を
読
ん
だ
当
時
の
読
者
は
、
資
産
家
の
娘
を
妻
に

も
ち
、
一
九
三
一
年
に
時
代
印
刷
公
司
を
設
立
し
翌
年
に
時
代
印
刷
有
限
公
司
を

成
立
さ
せ
て
、
最
新
の
印
刷
技
術
で
月
刊
誌
『
時
代
』
を
世
に
送
り
出
し
て
い
る

邵
洵
美
を
連
想
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
一
九
八
一
年
版
『
魯
迅
全
集
』
の
「
登
龍
術

拾
遺
」
の
「
文
壇
に
登
り
た
け
れ
ば
、
金
持
ち
の
女
を
妻
に
す
る
こ
と
だ
」
の
部

分
に
は
、
編
集
者
の
注
と
し
て
「
邵
洵
美
に
対
す
る
諷
刺
で
あ
る
。
邵
洵
美
は
清

末
の
大
買
弁
官
僚
で
あ
っ
た
盛
宣
懐
の
孫
娘
を
妻
に
迎
え
、
自
分
で
出
資
し
て
書

店
を
経
営
し
、
雑
誌
や
本
を
編
集
し
発
行
し
た
」
と
あ
る
。
魯
迅
は
こ
の
二
〇
日

後
に
「〝
滑
稽
〟
の
例
解
）
２₄
（

」
を
書
い
て
、
こ
の
「
金
持
ち
の
娘
婿
と
な
る
こ
と
が

文
壇
に
登
龍
す
る
術
の
一
つ
だ
」
と
い
う
こ
と
ば
を
繰
り
返
し
、
さ
ら
に
一
年
後

に
は
こ
の
一
年
間
に
書
い
た
雑
文
を
一
冊
に
ま
と
め
て
『
准
風
月
談
』
と
し
た
。

そ
の
長
い
「
後
記
」
に
お
い
て
再
度
、「
各
種
の
〝
捐
班
〟」
や
「
登
龍
術
拾
遺
」

の
内
容
に
触
れ
、「
金
持
ち
の
息
子
は
し
ば
し
ば
、金
で
鬼
も
動
か
せ
る
の
だ
か
ら
、

文
章
と
て
金
次
第
だ
と
思
い
込
ん
で
い
る
。
地
獄
の
沙
汰
も
な
ん
と
や
ら
、
金
は

神
を
も
動
か
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
文
章
は
そ
う
は
い
か
な
い
。
詩
人
邵

洵
美
氏
の
詩
が
そ
の
証
拠
だ
」
と
厳
し
い
こ
と
ば
を
つ
か
っ
て
い
る
。

　

少
な
く
と
も
「
見
る
記
」
に
お
け
る
邵
洵
美
に
対
す
る
魯
迅
の
筆
調
に
は
、
批

判
的
な
も
の
が
含
ま
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
文
章
を
読
む
と
、

魯
迅
の
邵
洵
美
に
対
す
る
粘
着
的
な
批
判
の
強
さ
が
よ
く
わ
か
る
。

（
６
）
端
緒
に
つ
い
た
邵
洵
美
研
究

　

文
革
終
焉
後
の
一
九
七
八
年
、
賈
植
芳
は
名
誉
回
復
さ
れ
、
一
九
八
〇
年
に
正

式
に
無
罪
の
判
決
が
で
て
復
旦
大
学
中
文
系
に
復
帰
し
た
。
一
方
、
邵
洵
美
は

一
九
六
二
年
に
釈
放
さ
れ
た
。
だ
が
、元
の
健
康
な
身
体
に
戻
る
こ
と
は
な
か
く
、

経
済
的
に
も
逼
迫
し
た
。
の
ち
に
作
家
協
会
上
海
分
会
書
記
を
つ
と
め
る
周
煦
良

（
一
九
〇
五
～
一
九
八
四
）
が
北
京
で
周
揚
（
一
九
〇
八
～
一
九
八
九
）
か
ら
、

邵
洵
美
は
政
治
上
す
で
に
問
題
が
な
い
の
な
ら
翻
訳
の
仕
事
に
就
か
せ
れ
ば
い

い
、
と
言
う
話
を
聞
い
て
人
民
文
学
出
版
社
上
海
分
会
と
邵
洵
美
に
伝
え
、
毎
月

八
〇
元
、
後
に
一
二
〇
元
の
給
料
を
受
け
取
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た）

２₅
（

。

邵
洵
美
は
己
の
生
の
証
を
確
認
す
る
か
の
よ
う
に
、
留
学
時
代
か
ら
親
し
ん
だ
イ

ギ
リ
ス
の
ロ
マ
ン
派
詩
人
シ
ェ
リ
ー
の
「
麦
布
女
王
」（「
マ
ブ
女
王
）
２₆
（
」）
な
ど
を

翻
訳
し
て
い
る
。
だ
が
、
文
化
大
革
命
が
始
ま
る
と
出
版
社
か
ら
の
援
助
も
途
絶

え
、
一
九
六
八
年
五
月
五
日
、
病
と
貧
困
と
失
意
の
う
ち
に
亡
く
な
っ
た
。
そ
の

邵
洵
美
が
正
式
に
〝
平
反
〟
さ
れ
た
の
は
、
賈
植
芳
よ
り
さ
ら
に
遅
れ
、
没
後

一
七
年
の
一
九
八
五
年
二
月
、
上
海
市
公
安
局
か
ら
の
一
通
の
公
文
書
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
た
。

　

賈
植
芳
の
獄
中
記
が
公
表
さ
れ
る
前
の
一
九
八
〇
年
代
に
、
す
で
に
『
文
教
資

料
簡
報
』（
一
九
八
二
年
第
五
期
）
や
『
湖
州
師
専
学
報
』
で
「
邵
洵
美
特
輯
」

が
く
ま
れ
、
邵
洵
美
に
関
す
る
貴
重
な
報
告
が
な
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
、
大
き
な

反
響
を
引
き
起
こ
し
た
の
は
、（
注
16
）
の
賈
植
芳
の
「
在
這
個
複
雑
的
世
界
里

―
―
生
活
回
憶
録
」「
第
七
節　

獄
友
邵
洵
美
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
回
想
の
一
文

が
邵
洵
美
と
い
う
詩
人
の
存
在
を
ひ
ろ
く
知
ら
し
め
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
後
、

多
く
の
論
者
が
そ
の
事
実
を
検
証
し
、
評
価
す
る
文
を
書
い
て
い
る）

２₇
（

。
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と
こ
ろ
で
、
邵
洵
美
生
誕
一
〇
〇
年
の
節
目
の
年
に
、『
新
文
学
史
料
』
が
「
邵

洵
美
専
輯
」を
掲
載
し
た
。そ
の
冒
頭
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
編
集
者
の
言
葉
が
あ
る
。

　
「
い
ま
、
邵
洵
美
を
知
る
人
は
多
く
は
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
名
を
知
る
人
は
、

往
々
に
し
て
魯
迅
の
著
作
か
ら
知
る
の
で
あ
る
。
邵
洵
美
に
対
す
る
魯
迅
の
評
価

が
、
多
く
の
人
の
邵
洵
美
に
対
す
る
見
方
と
印
象
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
だ
。

読
者
が
多
く
の
角
度
か
ら
邵
洵
美
―
―
詩
と
小
説
を
書
き
、出
版
業
を
お
こ
な
い
、

翻
訳
も
し
た
―
―
と
い
う
人
物
を
理
解
す
る
た
め
に
、
我
々
は
こ
の
邵
洵
美
専
輯

を
編
輯
し
た
。（
後
略
）」

　
「
邵
洵
美
に
対
す
る
魯
迅
の
評
価
が
、
多
く
の
人
の
邵
洵
美
に
対
す
る
見
方
と

印
象
に
影
響
を
与
え
て
い
る
」
と
い
う
見
方
は
、今
更
な
が
ら
、と
お
も
わ
せ
る
。

だ
が
、
魯
迅
の
邵
洵
美
に
対
す
る
こ
と
ば
は
、
先
に
ふ
れ
た
三
編
以
外
に
も
、「
新

秋
雑
記
（
三
）」（
一
九
三
三
年
九
月
一
四
日
作
、『
准
風
月
談
』
所
収
）
な
ど
が

あ
る
。
特
に
「『
准
風
月
談
』
後
記
」（
一
九
三
四
年
一
〇
月
一
六
日
作
、『
准
風

月
談
』
所
収
）
は
、
文
集
の
後
記
と
し
て
は
異
例
な
ほ
ど
長
い
文
章
で
、
そ
の
多

く
を
邵
洵
美
批
判
に
つ
か
っ
て
い
る
。
邵
洵
美
の
「
文
人
的
不
品
行
」
な
ど
を
引

用
し
、
邵
は
清
末
の
官
僚
資
本
家
の
盛
宣
懐
の
孫
婿
に
な
っ
た
と
し
て
、「
女
婿

問
題
」
に
つ
い
て
多
く
の
紙
面
を
さ
い
て
い
る
。
ま
た
『
申
報
』「
自
由
談
」
な

ど
を
編
集
し
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
黎
烈
文
（
一
九
〇
四
～
一
九
七
二
）
宛
手
紙
で

は
、幾
度
も
邵
洵
美
に
対
す
る
感
情
的
批
判
を
吐
露
し
て
い
る
。
手
紙
類
は
当
時
、

他
者
の
目
に
ふ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、
魯
迅
が
そ
の
独
特
な
文
体
の

雑
文
で
繰
り
出
す
批
判
の
こ
と
ば
は
、
い
わ
ば
ジ
ャ
ブ
の
よ
う
に
、
い
つ
し
か
中

国
社
会
の
中
で
邵
洵
美
と
い
う
詩
人
の
印
象
と
評
価
を
決
定
づ
け
て
い
っ
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

　

一
方
、
こ
れ
を
邵
洵
美
の
側
か
ら
み
て
み
る
と
、
章
克
標
と
共
同
で
編
集
し
た

雑
誌
『
金
屋
月
刊
』
の
「
金
屋
郵
箱
」｢

金
屋
談
話｣

な
ど
で
魯
迅
の
言
動
に
対

し
て
頻
繁
に
言
及
し
て
お
り
、
そ
の
言
及
の
筆
調
は
批
判
と
い
う
よ
り
も
揶
揄
と

い
っ
た
趣
で
あ
る
。
未
完
に
終
わ
っ
た
徐
志
摩
の
小
説
「
璫
女
士
」
の
続
編
と
し

て
一
九
三
五
年
に
邵
洵
美
の
書
い
た
「
璫
女
士
）
２₈
（

」
も
、
魯
迅
は
目
に
し
て
い
た
は

ず
で
あ
る
。『
金
屋
月
刊
』
と
「
璫
女
士
」
に
関
し
て
は
、
稿
を
あ
ら
た
め
て
考

え
た
い
。

　

い
ま
手
元
に
、
人
民
教
育
出
版
社
中
学
語
文
室
編
著
の
『
語
文　

第
二
冊
』
が

あ
る
。「
全
日
制
普
通
高
級
中
学
教
科
書
（
必
修
）」
と
あ
る
か
ら
、
日
本
で
い
う

高
校
の
国
語
の
教
科
書
に
あ
た
る
。
内
容
は
「
閲
読
」
六
単
元
と
「
写
作
、
口
語

交
際
」
五
単
元
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
の
第
二
単
元
に
あ
る
四
編
の
う
ち
、
最
初

に
魯
迅
の
「
拿
来
主
義
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
持
っ
て
こ
い
主
義
」
と
で
も

訳
さ
れ
る
こ
の
短
い
文
は
一
九
三
四
年
六
月
四
日
に
書
か
れ
、
魯
迅
の
代
表
的
な

雑
文
で
、『
且
介
亭
雑
文
』（『
魯
迅
全
集
』
第
六
巻　

人
民
文
学
出
版
社　

一
九
八
一
年
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の
一
文
の
「（
大
き
な
邸
宅
を
）…

だ
ま
し
取
っ
た
か
、
奪
い
取
っ
た
か
、
あ
る
い
は
合
法
的
に
受
け
継
い
だ
か
、
ま

た
は
、
女
婿
と
な
っ
て
引
き
替
え
に
手
に
し
た
か
…
」
の
「
女
婿
と
な
っ
て
引
き

替
え
に
手
に
し
た
か
」
の
部
分
に
注
釈
が
あ
り
、「
こ
こ
で
は
富
豪
の
家
の
女
婿

に
な
っ
て
他
人
に
ひ
け
ら
か
す
邵
洵
美
の
よ
う
な
連
中
を
諷
刺
し
て
い
る
」
と
書

か
れ
て
い
る
。
こ
の
教
科
書
は
、「
全
国
中
小
学
教
材
審
定
委
員
会
二
〇
〇
二
年

審
査
合
格
」
と
あ
る
か
ら
、
い
わ
ば
お
上
の
お
墨
付
き
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た

教
科
書
を
手
に
し
た
人
間
は
、
邵
洵
美
と
い
う
人
物
に
ど
の
よ
う
な
印
象
を
抱
く

か
推
し
て
知
る
べ
し
で
あ
る
。

　

胡
適
、
梁
実
秋
（
一
九
〇
三
～
一
九
八
七
）、
林
語
堂
、
徐
志
摩
、
胡
秋
源
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渡辺：不遇の晩年をおくった詩人
（
一
九
一
〇
～
二
〇
〇
四
）
な
ど
、
魯
迅
に
批
判
さ
れ
た
文
学
者
は
多
い
。
だ
が
、

当
然
の
こ
と
と
し
て
、
そ
の
こ
と
が
た
だ
ち
に
そ
の
文
学
者
の
評
価
や
文
学
史
上

の
意
味
を
決
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
今
世
紀
に
至
っ
て
も
、
ま
だ
邵
洵
美
に
対

し
て
は
こ
う
し
た
評
価
の
仕
方
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

さ
い
わ
い
な
こ
と
に
、
最
近
、「
邵
洵
美
作
品
系
列
」
全
九
冊
が
上
海
書
店
出

版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
邵
洵
美
の
文
学
と
し
て
の
意
味
と
評
価
の
検
討
は
始

ま
っ
た
ば
か
り
と
い
え
る
。

注
（
１
）『
金
屋
月
刊
』
一
九
三
〇
年
第
一
一
期
所
収
の
「
你
以
為
我
是
什
麼
人
」
冒
頭
。

中
国
現
代
文
学
史
参
考
資
料　

邵
洵
美
『
詩
二
十
五
首
』（
上
海
書
店　

一
九
八
八

年
）
に
収
め
る
。「
新
詩
庫
第
一
集
第
五
種
」
と
し
て
発
行
さ
れ
た
邵
洵
美
『
詩

二
十
五
種
』（
上
海
時
代
図
書
公
司　

一
九
三
六
年　

初
版
）
の
復
刻
版
。

（
２
）
章
克
標
「
序
一
」　

林
淇
著
『
海
上
才
子　

邵
洵
美
伝
』（
上
海
人
民
出
版
社　

二
〇
〇
二
年
）
に
収
め
る
。

（
３
）『SH

A
N

GH
A

I M
O

D
ERN

―the flow
ering of a new

 urban culture in 
China

』（H
A

RV
A

RD

　

U
N

IV
ERSIT

Y

　

PRESS, 1999
）pp.241

～242

。
中

国
語
版
は
毛
尖
訳
『
摩
登
上
海
』（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）p.256

（
４
）
一
九
二
七
年
、
上
海
光
華
書
局
よ
り
出
版
。

（
５
）
一
九
二
八
年
、
上
海
金
屋
書
店
よ
り
出
版
。

（
６
）（
注
１
）
参
照
。

（
７
）「『
詩
二
十
五
首
』
自
序
」
一
九
三
六
年
。

（
８
）『
詩
経
・
鄭
風
』
の
「
有
女
同
車
」
の
中
の
詩
句
「
佩
玉
𨪙
𨪙
、
洵
美
且
都
」
か

ら
と
り
、
盛
佩
玉
の
名
も
同
時
に
決
め
た
。

（
９
）
出
版
界
に
お
け
る
邵
洵
美
の
業
績
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
王
京
芳
『
邵
洵
美　

出
版
界
的
堂
吉
訶
徳
』（
広
東
教
育
出
版
社　

二
〇
一
二
年
）
を
参
照
。

（
10
）
邵
洵
美
の
生
涯
に
関
す
る
事
実
は
、
主
と
し
て
邵
綃
紅
『
我
的
爸
爸
邵
洵
美
』

（
上
海
書
店
出
版
社　

二
〇
〇
五
年
）、
盛
佩
玉
『
盛
氏
家
族　

邵
洵
美
与
我
』（
人
民

文
学
出
版
社　

二
〇
一
三
年
）
に
よ
る
。

（
11
）
出
版
に
関
す
る
事
項
は
主
と
し
て
（
注
９
）
に
同
じ
。

（
12
）『
斯
大
林
戦
士
』
と
作
者
の
頼
夫
倫
納
夫
は
未
詳
。

（
13
）「「
時
代
出
版
社
」
来
函
」（『
人
民
日
報
』
一
九
五
〇
年
四
月
四
日
付
の
記
事
）

（
14
）
項
美
麗
（
一
九
〇
五
～
一
九
九
七
）
は
ア
メ
リ
カ
の
セ
ン
ト
ル
イ
ス
生
ま
れ
の
女

性
作
家
。
一
九
三
八
年
に
雑
誌
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
」
記
者
と
し
て
上
海
に
渡
り
、

英
語
の
堪
能
な
邵
洵
美
を
識
る
。
妻
の
盛
佩
玉
公
認
で
二
人
は
一
時
期
同
棲
生
活
を

送
っ
た
。
上
海
滞
在
中
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
も
と
に
『
宋
氏
三
姉
妹
』、『M

y 
China

』
を
書
き
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
後
も
邵
洵
美
を
わ
す
れ
る
こ
と
な
く
、

『M
y Chinese H

usband

』
を
書
い
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
王
璞
著
『
項
美
麗
在
上

海
』（
人
民
文
学
出
版
社　

二
〇
〇
五
年
）
参
照
。

（
15
）
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
（
一
八
五
四
～
一
九
〇
〇
）
の
一
九
〇
五
年
作
『
理
想
の

夫
』
の
こ
と
。
イ
ギ
リ
ス
の
劇
作
家
で
唯
美
主
義
を
主
張
し
た
ワ
イ
ル
ド
に
、
邵
洵

美
は
イ
ギ
リ
ス
留
学
当
初
か
ら
興
味
を
も
っ
て
い
た
。

（
16
）
賈
植
芳
「
我
的
獄
友
邵
洵
美
」（『
上
海
灘
』
一
九
八
九
年
第
五
期
）。
い
ま
、『
歴

史
的
背
面
―
―
賈
植
芳
自
選
集
』（
山
東
教
育
出
版
社　

一
九
九
八
年
）
所
収
に
よ

る
。
ま
た
、
賈
植
芳
「
在
這
個
複
雑
的
世
界
里
―
―
生
活
回
憶
録　

第
七
節　

獄
友

邵
洵
美
」（『
新
文
学
史
料
』
一
九
九
五
年
第
四
期
所
収
）
も
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
。

（
17
）
木
村
毅
「
東
洋
に
於
け
る
バ
ア
ナ
ー
ド
・
シ
ョ
ウ
―
特
派
員
の
随
行
日
録
―
」

（『
改
造
』
一
九
三
三
年
四
月
号
）、
木
村
毅
「
瞥
見
の
魯
迅
さ
ん
と
シ
ョ
ウ
翁
」（『
文

藝
』
一
九
三
六
年
一
二
月
号
所
載
）
参
照
。
な
お
、
バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
ョ
ウ
の
上
海

訪
問
に
関
す
る
事
実
は
、
主
と
し
て
倪
平
編
著
『
簫
伯
納
与
中
国
』（
河
北
人
民
出
版

社　

二
〇
〇
一
年
）
に
よ
る
。

（
18
）
中
国
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
成
立
に
関
し
て
は
、
陳
子
善
「
国
際
筆
会
中
国
分
会
活
動
考　

一
九
三
〇
―
―
一
九
三
七
（
一
）」（『
香
港
文
学
』
第
三
七
期　

一
九
八
八
年
）
に
引

く
一
九
三
〇
年
一
一
月
一
九
日
の
『
時
事
新
報
』
の
記
事
「
筆
会
之
成
立
」
に
よ
る
。

な
お
、
陳
子
善
の
論
文
は
「
同
（
四
）」
ま
で
あ
り
、
中
国
に
お
け
る
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の

詳
細
が
わ
か
る
。

（
19
）
徐
志
摩
「
国
際
著
作
者
協
社
」
一
九
二
三
年
六
月
（『
晨
報
・
文
学
旬
刊
』

一
九
二
三
年
六
月
一
一
日
）。『
徐
志
摩
全
集
』
第
一
巻
・
散
文
（
一
）（
天
津
人
民
出

版
社　

二
〇
〇
五
年
）
に
よ
る
。

（
20
）
邵
綃
紅
『
我
的
爸
爸　

邵
洵
美
』（
上
海
書
店
出
版
社　

二
〇
〇
五
年
）
九
七
ペ
ー

ジ
の
記
述
に
よ
る
。

（
21
）
一
九
三
三
年
八
月
二
四
日
作
、
同
月
二
六
日
の
『
申
報
』「
自
由
談
」
掲
載
。『
准

風
月
談
』
所
収
。

（
22
）
一
九
三
三
年
八
月
二
八
日
作
、
九
月
一
日
の
『
申
報
』「
自
由
談
」
掲
載
。『
准
風

月
談
』
所
収
。

（
23
）
一
九
三
三
年
五
月
、
日
本
滞
在
中
目
に
し
た
坪
内
逍
遙
『
当
世
書
生
気
質
』
の
影
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響
を
受
け
、
上
海
で
「
緑
楊
堂
」
の
名
義
で
自
費
出
版
し
た
。
い
ま
、『
文
壇
登
龍

術
』（
四
川
文
芸
出
版
社　

一
九
九
九
年
）
に
よ
る
。

（
24
）
一
九
三
三
年
一
〇
月
一
九
日
作
、『
申
報
』「
自
由
談
」
掲
載
。『
准
風
月
談
』
所

収
。

（
25
）
雲
汀
「
邵
洵
美
的
晩
年
」（『
湖
州
師
専
学
報
』（
社
会
科
学
版
）
一
九
八
五
年
第

二
期
）
に
よ
る
。

（
26
）
一
九
八
三
年
に
上
海
訳
文
出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。

（
27
）
そ
の
主
な
も
の
を
以
下
に
掲
げ
る
。

　

・
張
芙
鳴
「
詩
人
邵
洵
美
的
命
運
」（『
中
華
読
書
報
』
一
九
九
九
年
一
月
二
〇
日
）

　

・�

倪
墨
炎
「
邵
洵
美
請
過
魯
迅
簫
伯
納
吃
飯
嗎
」（『
中
華
読
書
報
』
一
九
九
九
年
二

月
二
四
日
）

　

・�

倪
墨
炎
「
魯
迅
与
邵
洵
美
的
糾
葛
」（『
文
人
文
事
辨
』
武
漢
出
版
社　

二
〇
〇
〇

年
）

　

・
朱
正
「
魯
迅
与
邵
洵
美
」（『
新
文
学
史
料
』
二
〇
〇
六
年
第
一
期
）

　

・
張
新
民
「
也
説
魯
迅
与
邵
洵
美
」（『
新
文
学
史
料
』
二
〇
〇
九
年
第
一
期
）

　

・�

王
京
芳
「
邵
洵
美
与
魯
迅
」（『
魯
迅
研
究
月
刊
』
二
〇
〇
九
年
第
六
期
）

　

・�

韓
石
山
「
邵
洵
美
悲
惨
一
生
的
解
読
―
他
如
何
得
罪
了
魯
迅
」（『
民
国
文
人
風
骨
』　

陝
西
人
民
出
版
社
二
〇
〇
九
年
）

　

・�

倪
平
「
所
謂
〝
邵
洵
美
獄
中
重
託
〟
是
虚
構
的
故
事
」（『
新
文
学
史
料
』

二
〇
一
〇
年
第
一
期
）

　

・
朱
正
「
作
者
来
信
」（『
新
文
学
史
料
』
二
〇
一
〇
年
第
二
期
）

（
28
）
徐
志
摩
の
不
慮
の
飛
行
機
事
故
に
よ
り
未
完
に
終
わ
っ
た
『
璫
女
士
』
の
続
編

を
、
邵
洵
美
が
自
ら
編
集
す
る
『
人
言
週
刊
』
第
二
巻
第
一
五
期
か
ら
第
四
〇
期

（
一
九
三
五
年
）
に
連
載
し
た
。
い
ま
、『
貴
族
区
』（
邵
洵
美
作
品
系
列
・
小
説
巻　

上
海
書
店
出
版
社　

二
〇
一
二
年
）
に
よ
る
。

　

本
橋
は
二
〇
一
一
～
二
〇
一
三
年
度
中
央
大
学
特
定
課
題
研
究
「
中
国
現
代
文
学
の

一
傾
向
・
唯
美
主
義
の
系
譜
―
―
邵
洵
美
を
中
心
に
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
商
学
部
教
授
・
中
国
語
）


